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1.  平成22年2月期第1四半期の業績（平成21年3月1日～平成21年5月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年2月期第1四半期 738 ― △112 ― △118 ― △73 ―
21年2月期第1四半期 765 △3.8 △151 ― △159 ― △166 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

22年2月期第1四半期 △11.71 ―
21年2月期第1四半期 △25.89 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年2月期第1四半期 8,662 3,485 40.2 554.55
21年2月期 8,611 3,635 42.2 578.40

（参考） 自己資本   22年2月期第1四半期  3,485百万円 21年2月期  3,635百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年2月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00
22年2月期 ―
22年2月期 

（予想）
0.00 ― 12.00 12.00

3.  平成22年2月期の業績予想（平成21年3月1日～平成22年2月28日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間 1,838 0.6 △55 ― △73 ― △87 ― △13.75

通期 3,950 1.3 226 8.4 187 10.3 95 △24.3 14.97

1



4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注） 詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧下さい。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

（注） 詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧下さい。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年2月期第1四半期 6,935,761株 21年2月期  6,935,761株
② 期末自己株式数 22年2月期第1四半期  651,025株 21年2月期  650,775株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年2月期第1四半期 6,284,736株 21年2月期第1四半期 6,426,082株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1．上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後さまざまな要因によって予想 
数値と異なる可能性があります。 
2．当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基 
準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 
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当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、急速に悪化した経済環境も一部においては持ち直し兆

候が報じられるようになりましたが、個人消費においては雇用、所得環境の悪化から家計の節約志向は

強まっており、回復は困難な状況で推移いたしました。 

 このような状況下、当社は、今後の収益拡大を見込み、熊本市近郊に大津校、宮崎市に個別指導大塚

教室の２校を３月に開設し、さらに５月より宮崎県綾町教育委員会と連携した中学生の学習支援活動を

本格的に開始し、公教育との協力体制を強化いたしました。 

 一方、採算性の低い長嶺校を３月末をもって閉鎖いたしました。 

 生徒数においては、個別指導部と高等部はわずかながら伸びたものの、収益の大きなウェイトを占め

る小中学部において新規入学者数が前年を下回り回復できないまま推移いたしました。 

 この結果、当第１四半期会計期間の売上高は738百万円（前年同期比3.5％減）となり、営業損失は

112百万円（前年同期の営業損失151百万円）、経常損失は118百万円（前年同期の経常損失159百万

円）、四半期純損失は73百万円（前年同期の四半期純損失166百万円）となりました。 

  

（1）資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末に比べて50百万円増加して8,662百万円となり

ました。流動資産は前事業年度末に比べ77百万円増加して574百万円、固定資産は前事業年度末に比べ

26百万円減少して8,087百万円となりました。 

 流動資産増加の主な要因は、現金及び預金と繰延税金資産が増加したことによるものであります。 

 固定資産減少の主な要因は、有形固定資産の減価償却によるものであります。 

 当第１四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末に比べ200百万円増加して5,177百万円となりま

した。流動負債は前事業年度末に比べ315百万円増加して2,966百万円、固定負債は前事業年度末に比べ

114百万円減少して2,210百万円となりました。 

 流動負債増加の主な要因は、短期借入金及び前受金が増加したことによるものであります。 

 固定負債減少の主な要因は、長期借入金の減少によるものであります。 

 当第１四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末に比べ150百万円減少して3,485百万円となり

ました。 

 主な要因は、配当金の支払い及び四半期純損失の計上による利益剰余金の減少であります。 

  

（2）キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末残高

に比べ28百万円増加しました。この結果、資金の当第１四半期会計期間末残高は294百万円となりまし

た。 

 また、当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローは、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は5百万円（前年同期に使用した資金は153百万円）となりました。これ

は主に営業損失と法人税等の支払額の減少によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は19百万円（前年同期に使用した資金は70百万円）となりました。これ

は主に有形固定資産の取得による支出の減少によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果得られた資金は53百万円（前年同期比66.7％減）となりました。これは主に短期借入

金の純減少によるものであります。 

  

平成21年4月17日に公表いたしました平成22年2月期の業績予想に変更はありません。 

  

定性的情報・財務諸表等

1. 経営成績に関する定性的情報

2. 財政状態に関する定性的情報

3. 業績予想に関する定性的情報
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  （簡便な会計処理） 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第1四半期会計期間末の貸倒実績率等が前年事業年度末に算定したものと著しく変化がないと

認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

当第1四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関して、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額

を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、当事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

④法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前事業年度末の検討において使用した将

来の業績予測及びタックス・プランニングの結果を利用しております。 

  

①当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期財

務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

  

②通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によって

おりましたが、当第1四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第9号

平成18年7月5日）が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額について

は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

 これによる、損益に与える影響はありません。 

  

③所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る会計処理によってお

りましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成5年6月17日（企業会計審議

会第一部会）、平成19年3月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第16号（平成6年1月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年3月30日改

正））が平成20年4月1日以後開始する事業年度に係る四半期財務諸表から適用することができることに

なったことに伴い、当第1四半期会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会

計処理によっております。 

 また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リー

ス期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

 これによる、損益に与える影響はありません。 

 なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

  

  

  

4. その他

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５.【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末 
(平成21年5月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年2月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 355,710 308,800

営業未収入金 4,983 4,266

教材 29,164 45,183

貯蔵品 3,023 2,164

繰延税金資産 127,881 80,416

その他 55,072 57,366

貸倒引当金 △1,000 △1,000

流動資産合計 574,836 497,197

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,867,822 2,898,354

土地 4,226,967 4,226,967

その他（純額） 161,411 163,952

有形固定資産合計 7,256,201 7,289,274

無形固定資産 32,350 23,021

投資その他の資産   

繰延税金資産 220,660 217,977

投資不動産（純額） 255,836 256,062

その他 322,304 327,996

投資その他の資産合計 798,801 802,036

固定資産合計 8,087,353 8,114,332

資産合計 8,662,190 8,611,530

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,533 54,891

短期借入金 1,100,000 800,000

1年内返済予定の長期借入金 1,357,400 1,395,400

未払金 48,748 74,432

未払法人税等 6,654 15,691

前受金 178,013 48,126

賞与引当金 90,787 58,731

ポイント引当金 23,844 19,243

その他 159,295 184,261

流動負債合計 2,966,278 2,650,778

固定負債   

長期借入金 1,545,400 1,677,500

退職給付引当金 487,661 482,652

長期未払金 147,892 147,892

その他 29,775 17,491

固定負債合計 2,210,730 2,325,537

負債合計 5,177,008 4,976,316
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(単位：千円)

当第１四半期会計期間末 
(平成21年5月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年2月28日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 990,750 990,750

資本剰余金 971,690 971,690

利益剰余金 1,890,962 2,039,961

自己株式 △374,938 △374,877

株主資本合計 3,478,464 3,627,524

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 6,717 7,689

評価・換算差額等合計 6,717 7,689

純資産合計 3,485,181 3,635,214

負債純資産合計 8,662,190 8,611,530
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(2)【四半期損益計算書】 
 【第１四半期累計期間】 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成21年3月１日 
 至 平成21年5月31日) 

売上高 738,317

売上原価 704,083

売上総利益 34,233

販売費及び一般管理費 147,054

営業損失（△） △112,820

営業外収益  

受取利息 355

受取配当金 20

受取家賃 2,841

受取手数料 6,317

その他 582

営業外収益合計 10,117

営業外費用  

支払利息 14,095

その他 1,976

営業外費用合計 16,072

経常損失（△） △118,774

税引前四半期純損失（△） △118,774

法人税、住民税及び事業税 4,293

法人税等調整額 △49,488

法人税等合計 △45,195

四半期純損失（△） △73,579
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】 
(単位：千円)

当第１四半期累計期間 
(自 平成21年3月1日 
 至 平成21年5月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純損失（△） △118,774

減価償却費 41,156

賞与引当金の増減額（△は減少） 32,056

ポイント引当金の増減額（△は減少） 4,601

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,008

受取利息及び受取配当金 △375

支払利息 14,095

売上債権の増減額（△は増加） △717

たな卸資産の増減額（△は増加） 15,160

仕入債務の増減額（△は減少） △53,357

未払金の増減額（△は減少） △25,834

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,363

前受金の増減額（△は減少） 129,886

その他 △25,079

小計 16,462

利息及び配当金の受取額 166

利息の支払額 △13,659

法人税等の支払額 △8,338

営業活動によるキャッシュ・フロー △5,369

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △37,000

定期預金の払戻による収入 19,000

有形固定資産の取得による支出 △550

投資有価証券の取得による支出 △919

投資活動によるキャッシュ・フロー △19,469

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 300,000

長期借入れによる収入 200,000

長期借入金の返済による支出 △370,100

自己株式の取得による支出 △61

リース債務の返済による支出 △820

配当金の支払額 △75,268

財務活動によるキャッシュ・フロー 53,749

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 28,910

現金及び現金同等物の期首残高 265,800

現金及び現金同等物の四半期末残高 294,710
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当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期財務諸表

等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前四半期に係る財務諸表等 

(1)（要約）四半期損益計算書 

 
  

「参考資料」

（単位：千円、単位未満切捨）

前年同四半期

科目
（平成21年2月期

第1四半期）

金   額
Ⅰ 売上高 765,269

Ⅱ 売上原価 755,934

売上総利益 9,335

Ⅲ 販売費及び一般管理費 160,999

営業損失（△） △151,665

Ⅳ 営業外収益 10,042

Ⅴ 営業外費用 17,905

経常損失（△） △159,528

Ⅵ 特別利益 285

Ⅶ 特別損失 3,192

税引前四半期純損失（△） △162,434

法人税、住民税及び事業税 3,948

法人税等調整額 －

四半期純損失（△） △166,382
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 (2)（要約）四半期キャッシュ・フロー計算書 

 
  

（単位：千円、単位未満切捨）

前年同四半期

（平成21年2月期

第1四半期）

区  分 金         額
Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失(△) △ 162,434

減価償却費 42,894

賞与引当金の増減額（△は減少） 29,689

ポイント引当金の増減額（△は減少） 5,240

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,992

受取利息及び受取配当金 △ 104

支払利息 16,895

有形固定資産の売却益 △ 285

有形固定資産の除却損 3,192

売上債権の増減額（△は増加） 412

たな卸資産の増減額（△は増加） 14,476

仕入債務の増減額（△は減少） △ 64,156

未払金の増減額（△は減少） △ 22,481

未払消費税等の増減額（△は減少） 5,303

前受金の増減額（△は減少） 45,347

その他 19,359

小     計 △ 57,658

利息及び配当金の受取額 172

利息の支払額 △ 15,753

法人税等の支払額 △ 80,222

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 153,461

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △ 37,000

定期預金の払戻による収入 19,000

有形固定資産の取得による支出 △ 52,148

有形固定資産の売却による収入 285

投資有価証券の取得による支出 △ 919

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 70,782

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 600,000

長期借入金の返済による支出 △ 343,200

自己株式の売却による収入 217

自己株式の取得による支出 △ 148

配当金の支払額 △ 95,635

財務活動によるキャッシュ・フロー 161,233

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 －

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △ 63,009

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 287,871

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末(期末)残高 224,861
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当第1四半期累計期間の販売実績は以下のとおりであります。 

6. 販売の状況

部 門 売上高(千円）

幼児・小学部 180,360

中学部 466,439

高等部 32,082

個別指導部 52,849

その他 6,584

合  計 738,317

（注） 1 その他は合宿収入等であります。

2 上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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